












































































































































































































































































































































一’ノ （a） （b） （a）／（b）
0．05 一22．092 一22．590 0，978
脚　　r　　一　　一　　薗　　一　　一　　一　　旧　　柳　　一　　一 一　　一　　一　　幽　　一　　一　　嘗　　轄　　一　　一　　一 一　　r　　一　　一　　傅　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一
＿　　一　　一　　＿　　齢　　縛　　脚　　一　　一　　一　　一　　「
0．04 一22．134 一22．694 0，975
，　　一　　一　　一　　幽　　o　　一　　囎　　罐　　囎　　鱒　　一 一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　層　　　一　　　騨　　　一　　　一　　　一 一　　殉　　甲　　¶　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一 一　　　一　　　〇　　　鱒　　　，　　　一　　　一　　　一　　　一　　　■　　　■　　　■　　　響
0．03 一22．286 一22．916 0，973
需　　騨　　雪　　一　　一　　一　　一　　一　　髄　　髄　　騨　　一 一　　　一　　　一　　　一　　　幽　　　一　　　一　　　“　　　一　　　一　　　雪
一　　鴨　　一　　需　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　占　　一 ＿　　価　　一　　曽　　一　　胴　　一　　一　　一　　一　　一　　■
　　　　0．02禰　　一　　一　　r　　一　　一　　一　　〇　　一　　哺　　一　　脚 　一22．674雫　　一　　一　　一　　雪　　一　　一　　一　　騨　　一　　一 　　一23．342一　　噂　　鱒　　旧　　一　　一　　一　　雪　　一　　一　　一　　一 一一一．q＝塑一一一．
0．01 一22．865 一24．189 0，987
昌　　＿　　一　　一　　一　　一　　鱒　　，　　一　　一　　一　　餉 一　　鱒　　曽　　一　　鱒　　一　　一　　ロ　　一　　一　　一 脆　　獅　　騨　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一 一　　脚　　膳　　鱒　　柳　　脚　　ロ　　一　　■　　■　　儘　　o　　●
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Fig．8　Variation　gf　buckling　eigen－value　wit恥widt耳of　the　flange　plate：
　　　　　　　case　I，．β．＝．0．5，召ル＝100，　’∫＝0．02
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Fig。9　Variation　of　buckling　eigen－value　withどadius　ratio：
　　　　　case　I，6ω＝100，　’∫＝0．02，（ヲ∫＝15
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Fig．10　Variation　of　mini血um　bμckling
　　　　　　eigen－value　with　thickness　of　the
　　　　　　flange　plate：case　I，．εω＝100，　’∫×
　　　　　　eノ；0，3
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　Fig．11　Variation　of　minimum　buckling
　　　　　　　eigen－value加ith　width　of　the　flange
　　　　　　　plate：case　I，θω＝100，　’∫＝0．02
によってフランジの効果が異なること，およ「び内外径
二十さいほζフランジの存在の影響繕しく受ける
といえる．
　Fig．12および13に，フランジ厚，フランジ幅および
内外径比を変化させた場合のcase　IIの座屈曲線を示
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Variation　of　buckling　eigen－value　with　thickness　of　the　flange　plate
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Fig．13　Variation　of　buckling　eigen」value　with　width　of　the　flange　plate：
　　　　　　　　case　II，β＝0．5，εゆニ100，’ノ＝0．02
面内曲げを受ける薄肉1型断面曲がり桁の腹板の座屈特性 85
1‘＝o．Ol
iド。。12
iド。．03
Cro88－
80ctlon Mode（ca8e－b）
レ
Fig．14　Variation　of　buckling　mode　with
　　　　thickness　of　the　flange　plate：case　II，
　　　　α＝π／3（60。），μ＝1．0，εω＝＝100，　≠ノ×
　　　　θノ＝0．3
す．case　Iと現象的に同じパターンを示すといえる．
　また，Fig．14はフランジ厚およびフランジ幅の変化
に伴う座屈モードの変動を，case　IIのα＝60。，μ＝
1．0の扇形腹板のcase－b（負の曲げ）に対して示したも
のである．フランジ厚が増大するにしたがって，半径
方向面内力2V。の分布形状が平滑化してくるため，座
屈モードめ腹の位置が内径側から中央に移っていくの
がわかる．なお，フランジ幅の変化は面内力にあまり
影響を与えないので，座屈モードにも大きな変化はみ
られない．
5．まとめ
　本文は，1型断面曲がり桁の腹板の座屈特性を明ら
かにするために，まず，面内力の分布に及ぼすフラン
ジ幅およびフランジ厚の影響を調べた．次に，座屈特
性に及ぼす境界条件，フランジ幅およびフランジ厚の
変化の影響について明らかにしたものである．得られ
た結果をまとめると，次のようになる．
（1）曲がり桁腹板の面内力は，フランジを考慮しない
1枚の扇形板の面内力と比較して，円周方向面内力が
小さくなる．また，半径方向面内力は，フランジの影
響により，内および外周辺で雰とはならない．
（2）従来の大野の梁理論による面内力を用いた座屈解
析は，負の曲げに対しては十分であるが，正の曲げに
対しては安全側，すなわち，小さめの結果を与える．
（3）フランジの断面が増大するにしたがい，正の座屈
曲げモーメントはより大きくなり，負の曲げモーメン
トはより低下する．
（4）フランジ幅の変化よりもフランジ厚の変化の方が，
面内力分布および座屈曲げモーメントに及ぼす影響が
大きい．
ApPendix　a：G1，　G2，　G3，　G4
α一4ザ｛（1一・ア1・β二（1一・）（号＋÷号）
　　　＋恥〔レ去書＋（1一・レ）1・β〕
　　　＋吻〔1＋ん一（1一レ）1込β｝彿1血β｝
G・一一（1＋・）｛（3一・）11一β・）
　　　＋2（号＋β書〉一2β・（1一・）1・β｝
　　　一衡｛（1＋・）＋（3一・）β・一2β号
　　　＋2β・（1一・）1・β｝
　　　一・・｛（3一・）＋2黒馬β・（1＋・）（1＋21・β）｝
　　　一η麗η4（1一β2－2β21nβ）
G3＝（1一レ2）（1一β2）＋ηπ｛（1＋ソ）＋（1一レ）β2｝
　　＋η4｛（1一ソ）＋（1＋レ）β2｝＋ηπη4（1一β2）
α一G1｛1・β一青（髪＋諺）｝
　　　一G・｛（1一β・）＋（号羊β書）｝
　　　＋2儒｛β（β一互）1・β一吉（薯＋β書）｝
ここに，
ηπ＝
ん4〔2＋・・sぬ（論2）＋・・s
α＋’。／2）軌〕
η4＝
2彪〔曲％輪2）＋・i・（。三図2）〕
ん4〔2＋・・s乃藷2）＋・・s（ろ空寄2）〕
2た〔・i・ぬ（δ嶋／2）＋・i・（∂き笥2）〕
ノ【潔　＝　4V〆溝）「　・　　　（α＋’。／2）／≠μ
ん一4痴・（δ一’、／2）／あ
Appendix　b　δ
’8一｛1＋き、（G・＋2G・＋2G・）・〔1一β＋÷
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（薯豊）〕
＋古〔G（1一者）＋2α（1一β）
＋2α（・一β一2β1・β）／β一÷（・＋β）→告〕｝
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